　「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票
	項　目
	３．ホームレス自立支援に関する取り組み

	事業実績及び
事業効果
	府及び市町村で構成する大阪府・市町村ホ－ムレス自立支援推進協議会事業部会泉北・泉南ブロックにおいて、各ブロックの市町村が共同で実施主体となって、巡回相談指導事業を実施し、本市においては１名のホ－ムレスに対して日常生活に関する相談、野宿からの脱却に向けた支援等を行った。

また、平成24年度においては、ホ－ムレス緊急一時宿泊事業を活用により、４名の方が居宅や施設での生活へ移行することができた。



	課題・問題点
	ホ－ムレス生活が長期化した人や積極的に支援を求めない人、施設に入所しても、再びホ－ムレス生活に戻ってしまう人などの対応が課題。

また、ホームレス生活からの脱却のため生活保護制度を利用することについては、虚偽の申し出や未申告により、同一人が近隣の市町で連続して制度を利用するような事例もあり、関係機関との連携が大切である。

	計画に対する意見、今後の
取り組み方向
	巡回相談指導事業及びホ－ムレス緊急一時宿泊事業については、緊急を要する者に対して、迅速に対応することができ一定の効果があった。

今後とも巡回相談指導事業によるホームレスの生活状況の把握、生活に関する相
談・指導の実施を継続し、緊急に衣食住の確保が必要な人には緊急一時宿泊事業を活用して、自立支援に努めていく。

	市町村部局名
	泉佐野市健康福祉部生活福祉課 
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